
 
BtoBサイトのお見積依頼データをインポートし、新規の見積伝票を登録します。
当メニューはBtoBオプションをお申込みいただいたお客様でご利用いただけます。
BtoB運用設定で見積依頼機能の使用しない設定ができますが、使用しない場合でも当メニューは表示されます。

１）　BtoB見積依頼インポート　操作手順
①　検索条件を指定し「検索」ボタンを押すと、受注登録されていない一覧が表示されます。

「処理」列のみが入力できます。
同一見積依頼Ｎｏで複数商品ある場合、２行目以降は処理列～アカウント名は表示されません。

右スクロール続き

②　表示された各列でインポートしたい行のみ「処理」列で「取込」を選択します。
「処理」列では、以下が選択できます。

区分 処理内容 受注
取込 検索後の初期表示値。　取込選択した明細のみを見積登録します。 登録
保留 取込対象としない行で選択します。見積登録されませんが、次回も検索対象となります。 更新なし
ｷｬﾝｾﾙ BtoBサイト側でお見積依頼履歴でキャンセル扱いになり、見積登録されず次回から検索されません。更新なし
削除 データが削除され、BtoBサイト側のお見積依頼履歴からも消えます。受注登録されません。 更新なし

③　「取込」ボタンで、「処理」列が「取込」の行のみ受注登録されます。
見積伝票は、お見積依頼管理Ｎｏ単位で作成されます。

※単価￥０の商品もインポートできます。
※BtoB 受注インポートのように「回答納期」を指定することはできません。
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◆BtoBサイトの情報で更新されるデータ
主に以下の項目は見積登録時に自動設定されます。

・見積日　･･･　BtoB見積依頼インポートでの取込日
・得意先名１、２　・・・　得意先登録されている名称１と２（得意先コードから登録内容を参照）
・状況　・・・　「見積」
・担当者　・・・　見積登録時に初期採用される営業担当者

（ログイン担当者もしくは得意先の担当者かは運用設定による）

主に以下の項目は、 BtoBサイトにてお見積依頼された時点の内容で見積登録されます。
・得意先コード　・・・　お見積依頼されたお客様の管理番号に紐づく得意先コード
・摘要１　・・・　指定された希望納期
・摘要２　･･･　BtoBサイト側で付番されたお見積依頼管理番号
・納入先名１、２　・・・　お届け先会社名１、２
・納入先〒　・・・　お届け先〒
・納入先住所１　・・・　お届け先都道府県＋お届け先住所１
・納入先住所２　・・・　お届け先住所２
・納入先Ｔｅｌ　・・・　お届け先Ｔｅｌ
・納入先ご担当者　・・・　お届け先ご担当者

・商品コード
・商品名１、２
・商品売上課税区分
・税率　・・・　お見積依頼時点での税率
・数量、数量単位名
・単価、金額

◆送料の更新
送料がある場合、送料の商品コードは、BtoBサイトの運用設定で指定された「送料の商品コード」が採用されます。
送料の商品名１，２は、商品登録の内容を採用します。

上記以外の項目は、商品明細と同様に処理されます。。

◆BtoBサイトの見積依頼履歴一覧での「状況」表示について
BtoBサイトの見積依頼履歴一覧でお客様が確認される「状況」項目は、データの状態に合わせて以下のように
明細単位で表示が切り替わります。　

「依頼受付待ち」　・・・　BtoB見積依頼インポートで取込前の状態
「依頼受付済」　・・・　BtoB見積依頼インポートで取込済、かつ、見積データの状況が「仮見積」または「見積」、

かつ、見積データ明細の「受注済」区分がオフの状態
（すなわちインポート後で受注前の状態）

「ご注文済」　・・・　BtoB見積依頼インポートで取込済、かつ、見積データの状況が「仮見積」または「見積」、
かつ、見積データ明細の「受注済」区分がオンの状態

「キャンセル」　・・・　BtoB見積依頼インポート時に処理区分「キャンセル」で更新されたデータ、または
BtoB見積依頼インポートで取込済、かつ、見積データの状況が「失注」の状態
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